
 

 

 

 

 

「未来を語る」とは 

校長 渡 辺 知 峰  

厚真町では、ふるさと教育がとても大切にされています。「未来を語れる厚真の子」という１５

歳の姿を目指して、小中一貫で取り組んできました。 

 

未来を語るとは、単に予想を口にすることではありません。それは「自分はどうありたいか」と

いう意志を言葉にすることです。これにより、次のような状況が生まれます。 

ただ、「誰に」語るかによって、意思の重みや周囲への影響度は大きく変わります。 

そこで、先週の木曜日、厚真町役場の方々に来ていただき、まちの課題に向き合い、まちの未来

を切り開く最前線に立つ視点から、ふるさと学習の成果を見ていただきました。 

３年生の発表を受けて、役場の方々からは「すごいですね」「完成度の高さに驚いた」「すぐにで

も採用したい内容だ」「一緒にまちづくりを進めてほしい」といった言葉をいただきました。まさ

に、上記の③です。 

お忙しい中、ご協力いただいた役場の皆様に、あらためて、感謝を申し上げます。 

 

未来はどこからか流れてくるものではなく、言葉と行動の積み重ねによって作られます。進路選

択を控えた３年生には、ぜひ、失敗を恐れず、これからも自分の言葉で未来を語ってほしいもので

す。皆さんが描く「希望の物語」を、全力で応援します。 

 

いじめ ～ 悪口の正当性 
自動車を運転中に子供が飛び出してきて接触してしまったら…。この場合、「悪いのは飛び出してきた子ども

だから自動車側は悪くない!」という理屈が通らないことは、ほとんどの人が納得するでしょう。「交通事故では

悪いのは車」は常識です。しかし、これが「いじめ」の話になると、なぜか急に「相手が先に〇〇したから」の

理屈が通じると思ってしまう人が多くいるように思います。 

悪口や嫌なことを言ったとされるケースでは、加害側にも言い分があることがほとんどです。ただし、「相手が

嫌だと感じたら『いじめ』」という前提では、さきほどの交通事故と同じくその理屈は通りません。つまり、「〇

〇だから悪口を言った」「だって〇〇が△△をしていたから」という子供に対して、親として簡単にそれに同調

したり、「それはしょうがないね」などと言ったりするわけにはいかないのです。ケースによっては「いじめ重

大事態」として多大な時間を解決に要したり、損害賠償という形での金銭的な補償も想定したりされ.るのですか

ら。昔とは違う「いじめ事情」のもとでは、相手に対する尊重を最大限に発揮し、多様な他者と上手にやってい

くためのコミュニケーション力が必要とされます。 
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育目標  心 学 望 鍛 
豊かな心をもち、自ら学び、明るく、たくま

しく生きる人間をめざす 

 
てたい資質・能力 

「自立」・「思いやり」 
 

教 

育 

① 「今の限界を超える力」になります。過去の自分にとらわれず、理想から逆算し

て考えることで、新しい一歩が踏み出せます。 

② 「行動」が変わります。言葉は進むべき道を照らす羅針盤となり、今日という一

日の重みを変えてくれます。 

③ 語られた希望は周囲に伝わり、共に歩む仲間を引き寄せます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～14 日(木) 冬休み 

15 日(木) 3 学期始業式  
入室禁止(～23日) 

16 日(金) 学年末テスト(3 年) 

      標準学力テスト(1・2 年) 

1９日(月)  成績処理日(部活なし) 

21 日(水) 午前授業 

23 日(金) 英語検定 

28 日(水)  蕾 

29 日(木) 新入生登校日 

 

 

 

 

 

 

 

冬季休業中の生活

のきまり 

 

いよいよ冬休みです。年末年始は 1 年の中でも最も家

族とゆっくりすごせる貴重な時間ですが、3 年生にとっ

ては受験に向けてのラストスパートの時期です。以前と

比べると冬休みの期間が短くなっていますが、充実の 3

学期を迎えるためにも計画的に過ごしましょう。 

 

 

 

【２・３月の主な予定】 

2 月  3日(火) 授業公開日 

２月 10日(火) 公立高校推薦入試 

２月 1３日(金) 私立高校入試A 

２月 16日(月)～17日(火) 学年末テスト(1・2年) 

３月 ４日(水)～5 日(木) 公立高校入試 

２月  6 日(金) 予餞会 

２月 10日(火) 第３７回卒業証書授与式 

２月 24日(火) 修了式・離任式 

 

 

 

 

主な相談窓口(北海道) 

 

 
 

 

今年も町内、苫小牧市内の ALT がたく

さん来校し、APR が行われました。準備を

してきたプレゼン資料をもとに、ALTに積

極的に話しかける生徒が多くいるのを見

ると、厚真中の生徒の英語力の高さを感じ

ます。 

 

12 日(金)には「小６中 1 交流」が行われました。1 年生は、昨

年度は受け入れてもらう立場だったのが、今年は 6 年生に対して

リードする立場での英語交流です。顔見知りも多い中、楽しそうに

英語で交流する姿が多く見られました。1 年生はこの日に向けて

一生懸命にプレゼン資料を作成していました。  

生徒会及び有志による挨拶運動

が行われ、玄関前には朝の挨拶の

声が響きました。「いつでも」「どこ

でも」「誰にでも」が挨拶の基本で

す。 

挨拶運動の時だけではなく、日

頃からの積み重ねが大切です。 

 

ふるさと教育(再) 

10 月に実施した 3 年生のふるさ

と学習報告会は、時間をかけて調べ

たため内容も濃いものでした。一度

だけの発表で終わらせるのはもった

いないレベルだったため、追加で役

場職員の方に直接発表をする機会を

設けました。貴重な意見を頂く良い

機会となりました。 

 

本校養護教諭や外部講師による包

括的性教育の学習が全学年で行われ

ました。詳細は保健だよりで紹介し

ておりますのでご覧ください。 

包括的性教育(全学年) 


